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日
本
鍼
灸
研
究
会
で
は
、
第
一
○
一
回
．
一
○
二
回
日
本
医
史

学
会
総
会
に
お
い
て
、
「
三
陰
交
」
穴
の
主
治
条
文
（
鍼
灸
治
療
法

と
し
て
ツ
ボ
と
共
に
病
証
や
鍼
法
・
灸
法
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
条
文
）

を
中
心
に
婦
人
病
証
に
つ
い
て
究
明
し
て
き
た
。
「
三
陰
交
」
穴
の

宋
代
以
前
に
お
け
る
鍼
灸
害
で
は
「
孫
真
人
千
金
方
』
の
「
白
崩
」

（
条
文
中
に
穴
名
な
し
。
部
位
は
内
躁
上
三
寸
）
や
「
女
人
下
漏
赤
白

及
血
」
（
条
文
中
で
は
穴
名
が
太
陰
穴
。
三
陰
交
の
別
名
と
さ
れ
る
）
の

主
治
条
文
が
見
ら
れ
た
が
、
現
代
鍼
灸
の
通
念
の
如
く
「
婦
人
科

疾
患
全
般
に
対
す
る
治
療
穴
」
と
い
う
認
識
は
宋
代
以
降
に
始
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
言
及
し
た
。
今
回
は
、
宋
以
前
の
鍼
灸
書
を

中
心
に
婦
人
病
証
全
般
を
対
象
と
し
て
、
鍼
灸
主
治
条
文
の
歴
史

的
な
流
れ
を
捉
え
て
行
き
た
い
。

先
ず
、
鍼
灸
医
学
の
根
底
と
さ
れ
る
の
は
「
黄
帝
内
経
素
問
」

34

鍼
灸
書
に
お
け
る
婦
人
病
証

Ｉ
漢
代
か
ら
唐
代
ま
で

木
場
由
衣
登

と
「
黄
帝
内
経
霊
枢
』
（
以
下
『
素
固
と
『
霊
枢
」
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
婦
人
病
証
の
記
載
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
主
治
条
文

と
し
て
の
記
載
は
期
待
で
き
な
い
。
し
か
し
婦
人
病
証
と
臓
脈
や

経
脈
と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
『
素

問
』
で
は
陰
陽
離
合
論
第
六
「
二
陽
之
病
発
心
脾
有
不
得
隠
曲
女

子
不
月
」
、
五
蔵
生
成
篇
第
十
「
黄
脈
之
至
也
大
而
虚
有
積
気
在
腹

中
有
厭
気
名
日
厭
価
女
子
同
法
得
之
疾
使
四
支
汗
出
当
風
」
、
至

真
要
大
論
篇
第
七
十
四
「
婦
人
少
腹
痛
目
昧
呰
瘍
瘡
座
癖
蟄
虫
来

見
病
本
干
肝
」
等
が
あ
る
。
「
素
問
」
骨
空
論
篇
第
六
十
で
は
「
任

脈
為
病
男
子
内
結
七
油
女
子
帯
下
痩
聚
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
難

経
」
二
十
九
難
で
も
「
任
之
為
病
其
内
苦
結
男
子
為
七
疵
女
子
為

瘤
聚
」
と
記
載
さ
れ
、
奇
経
八
脈
の
病
証
と
し
て
婦
人
病
証
が
見

ら
れ
た
例
で
あ
る
。

「
霊
枢
」
経
脈
篇
第
十
に
は
「
是
動
則
病
腰
痛
不
可
以
悦
仰
丈
夫

瘤
躰
疵
婦
人
少
腹
腫
甚
則
噛
乾
面
塵
脱
色
」
と
あ
り
、
「
肝
足
厭
陰

之
脈
」
の
病
証
と
し
て
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
鍼

灸
治
療
で
は
所
謂
「
是
動
病
」
と
さ
れ
る
条
文
で
あ
る
。
ま
た
、

「
霊
枢
』
水
脹
篇
第
五
十
七
に
は
「
石
痩
生
子
胞
中
寒
気
客
子
子
門

子
門
閉
塞
気
不
得
通
悪
血
当
写
不
写
岬
以
留
止
日
以
益
大
状
如
懐
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子
月
事
不
以
時
下
皆
生
子
女
子
可
導
而
下
黄
帝
日
膚
脹
鼓
脹
可
刺

邪
岐
伯
日
先
写
其
脹
之
血
絡
後
調
其
経
刺
去
其
血
絡
也
」
と
あ
り
、

病
証
と
そ
の
刺
方
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
痕
」
と

云
う
病
証
で
あ
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
巻
第
三
十
四
で
は
「
八
痩

方
」
の
鍼
灸
治
療
が
記
載
さ
れ
、
「
諸
病
源
候
論
」
に
も
病
証
の
記

載
が
見
ら
れ
る
。
「
諸
病
源
候
論
」
で
は
巻
之
三
十
七
～
巻
之
四
十

四
ま
で
に
婦
人
雑
病
諸
候
（
計
百
四
十
一
候
）
、
婦
人
妊
娠
病
諸
候

（
計
六
十
一
候
）
、
婦
人
将
産
病
諸
候
（
計
三
候
）
、
婦
人
難
産
病
諸
候

（
計
七
候
）
、
婦
人
産
後
病
諸
候
（
計
七
十
一
候
）
の
総
計
二
百
八
十

三
候
の
病
証
が
収
集
さ
れ
て
い
る
が
、
主
治
条
文
と
し
て
の
記
載

は
望
め
な
い
。

『
傷
寒
論
」
弁
太
陽
病
脈
証
井
治
下
第
七
に
は
「
婦
人
中
風
」
に

対
し
て
「
刺
期
門
」
と
記
載
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
婦
人
中
風
経

水
適
来
熱
除
脈
遅
脇
下
満
皮
語
當
刺
期
門
」
、
「
婦
人
中
風
発
熱
悪

寒
経
水
適
来
得
之
七
八
日
熱
除
而
脈
遅
身
凉
胸
脇
下
満
如
結
胸
状

皮
語
者
此
為
熱
入
血
室
也
當
刺
期
門
随
其
実
而
取
之
」
と
あ
る
。

「
金
置
要
略
』
婦
人
姫
娠
病
脈
証
井
治
第
二
十
・
婦
人
産
後
病
脈
証

治
第
二
十
一
・
婦
人
雑
病
脈
証
井
治
第
二
十
二
等
に
も
「
中
風
」

や
「
傷
寒
」
等
の
多
く
の
婦
人
病
証
が
記
載
さ
れ
る
が
、
鍼
灸
の

条
文
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
唐
代
の
「
千
金
方
』
（
「
孫
真
人
千
金

方
』
）
で
は
巻
第
二
～
巻
第
四
に
か
け
て
灸
法
を
主
と
し
た
条
文

が
散
在
し
、
巻
第
三
十
で
も
八
十
四
条
の
主
治
条
文
が
記
載
さ
れ

る
。
ま
た
、
「
千
金
翼
方
」
で
は
巻
第
五
～
巻
第
八
に
か
け
て
婦
人

病
証
の
記
載
が
あ
り
、
巻
第
二
十
六
・
婦
人
第
二
に
婦
人
病
証
の

鍼
灸
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
晴
唐
代
ま
で
の
主
要
な
鍼
灸
書
は
宋
代
以
降
の
鍼
灸
治

療
の
基
礎
を
担
う
医
学
典
籍
で
あ
る
。
現
代
の
治
療
学
そ
の
も
の

に
如
何
な
る
影
響
を
伝
播
し
て
い
る
の
か
、
未
だ
大
き
な
視
野
で

の
究
明
は
そ
れ
程
成
さ
れ
て
い
な
い
。
鍼
灸
医
学
に
お
け
る
古
典

籍
の
意
義
は
発
掘
段
階
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
淘
汰
さ
れ
て

し
ま
っ
た
も
の
が
多
い
。
今
後
の
新
し
い
鍼
灸
治
療
学
の
構
築
は

古
典
籍
と
い
う
宝
庫
を
知
ら
ず
し
て
如
何
な
る
針
路
に
向
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


